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自
由
が
丘
と
言
え
ば
オ
シ
ャ

レ
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
で
す
が
、
そ
ん
な
街
に
も
銭

湯
が
。
今
回
ご
紹
介
す
る
み
ど

り
湯
（
目
黒
区
緑
が
丘
2
―
7

―
14
）
は
、
東
横
線
「
自
由
が

丘
駅
」
か
ら
徒
歩
約
5
分
、
賑

や
か
な
街
並
み
か
ら
少
し
外
れ

た
路
地
に
あ
り
ま
す
。

創
業
は
1
9
5
7
年
、
営
業

は
14
時
15
分
〜
午
前
0
時
ま

で
、
木
曜
日
が
定
休
日
で
す
。

2
0
1
1
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

済
。
富
士
山
の
ペ
ン
キ
絵
が
あ

り
、
ジ
ェ
ッ
ト
付
き
の
座
湯
、

バ
イ
ブ
ラ
、
水
風
呂
や
ボ
デ
ィ

ー
シ
ャ
ワ
ー
。
別
途
2
0
0
円

で
入
れ
る
遠
赤
外
線
の
サ
ウ
ナ

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
銭
湯
が
変
わ
っ
て
い
る

点
は
2
つ
。
1
つ
は
江
戸
時
代

に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
さ
れ
る
、

三
助
（
背
中
流
し
や
指
圧
を
行

う
）
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
。
た

だ
し
、
毎
日
は
や
っ
て
い
な
い

の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

出
か
け
を
。
も
う
1
つ
は
隣
接

す
る
建
物
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
茶

室
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

心
と
か
ら
だ
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
、
文
化
の
発
信
地
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
色
々
と
工
夫
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
雑
貨
屋
巡
り
も

か
ね
出
か
け
て
み
て
は
。

銭
湯
の
右
隣
の
建
物
が
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
す 税

金
を
活
か
し
て
も
ら
い
た
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
怯
え
る
昨
今
。
人

が
集
ま
る
半
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
影
響
が
心
配
だ
。
春
闘
の

出
鼻
を
く
じ
か
れ
た
気
分
。
予
防

・
備
え
に
気
を
付
け
た
い
が
、
生

活
に
余
裕
が
な
い
。
た
く
さ
ん
取

ら
れ
た
税
金
を
活
か
し
て
も
ら
い

た
い
。
川
村
賢
司
（
全
印
総
連
・

新
日
本
印
刷
分
会
）

◇

◇

徹
底
追
求
が
必
要

カ
ジ
ノ
汚
職
が
大
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
秋
元
衆
院
議
員
が
中
国

企
業
か
ら
7
0
0
万
超
の
ワ
イ
ロ

を
受
け
取
り
、
今
も
塀
の
中
に
い

る
。
あ
れ
も
こ
れ
も
安
倍
首
相
の

任
命
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
。
通

常
国
会
幕
開
け
、
徹
底
し
て
追
求

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
土
田

尚
義
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
品
川
地
域
支

部
）

◇

◇

必
聴
で
す

今
後
の
落
語
会
を
背
負
う
、
二

ツ
目
の
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

数
年
後
に
は
真
打
ち
に
昇
進
す
る

粒
ぞ
ろ
い
の
メ
ン
バ
ー
が
40
人
以

上
。
な
か
で
も
私
が
贔
屓
な
の
は

三
遊
亭
粋
歌
さ
ん
。
女
流
新
作
派

で
す
が
、
毎
回
、
粋
歌
ワ
ー
ル
ド

に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
今
回
の
演

目
は
「
働
き
方
改
革
」
。
必
聴
で

す
。
飯
塚
浩
一
（
足
立
区
職
労
）

◇

◇

1
月
号
の
正
解
は
「
市
民
と
野

党
の
共
闘
で
連
合
政
府
つ
く
ろ

う
」
と
な
る
予
定
で
し
た
が
、
Ｄ

が
な
い
、
Ｗ
の
位
置
が
ず
れ
て
い

る
等
、
編
集
部
の
ミ
ス
で
普
通
に

解
く
と
正
解
を
導
き
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
ミ
ス

が
な
い
よ
う
務
め
ま
す
。
今
回
の

パ
ズ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
予
想
さ

れ
正
解
さ
れ
た
方
を
優
先
に
、
厳

正
な
審
査
の
も
と
以
下
の
10
人
の

方
に
選
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

鳴
島
孝
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
目
黒
地
域

支
部
）、
佐
藤
京
子（
都
教
組
中
央

支
部
）、
中
西
喜
一
郎（
全
印
総
連

・
光
陽
メ
デ
ィ
ア
労
組
）、
清
水
健

太（
足
立
区
職
労
）、
細
川
浩（
年

金
者
組
合
江
戸
川
支
部
）
、
屋
藏

つ
る
江
（
品
川
区
職
労
）
、
石
井

久
（
全
労
働
退
職
者
会
）
、
大
塚

涼
（
全
印
総
連
・
日
本
機
関
紙
印

刷
所
労
組
）、
早
船
智
美
（
都
教

組
）
、
飯
塚
浩
一
（
足
立
区
職
労
）

▼
都
議
会
開
会
日
行
動

2
月
19
日
（
水
）
12
時

15
分
〜
、
都
庁
第
一
庁
舎

前
歩
道

▼
春
の
拡
大
出
陣
式

2
月
20
日
（
木
）
17
時

〜
、
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

▼
女
性
セ
ン
タ
ー
春
闘
泊

り
込
み
学
習
・
交
流
会

2
月
22
日
（
土
）
13
時

半
〜
翌
23
日
、
秩
父
・
梁

山
泊

▼
金
属
東
日
本
集
会

2
月
29
日
（
土
）
13
時

〜
、
上
野
公
園
・
水
上
音

楽
堂

▼
中
央
行
動

3
月
5
日
（
木
）
8
時

半
〜
新
宿
駅
西
口
宣
伝
、

東
京
労
働
局
要
請
、
そ
の

後
中
央
行
動
に
合
流

▼
労
働
相
談
員
・
オ
ル
グ

学
習
交
流
集
会

3
月
7
日
（
土
）
13
時

半
〜
、
東
京
労
働
会
館
地

下
小
会
議
室

▼
青
年
協
定
期
大
会

3
月
8
日
（
日
）
12
時

半
〜
、
東
京
労
働
会
館
地

下
中
会
議
室

Ａ
〜
Ｖ
を
順
に
並
べ
て
言
葉

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
答

え
・
組
合
名
・
氏
名
・
住
所
・

通
信
・
パ
ズ
ル
や
紙
面
の
感
想

な
ど
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は

メ
ー
ル
で
東
京
地
評
編
集
部
へ

（
あ
て
先
は
一
面

題
字
の
ワ
キ
）
。

締
め
切
り
は
3
月

1
日
の
消
印
有

効
。
抽
選
で
5
人

の
方
に
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応

募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉
今
年
前
半
の
目
標

で
す

（
ヨ
コ
の
カ
ギ
）

①
2
月
3
日
は
鬼
の
厄
日

③
牛
を
英
語
で
言
う
と

⑤
明
治
維
新
後
、
華
族
と
平
民

の
間
に
置
か
れ
た
族
称

⑥
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
言

葉
。
主
に
外
来
語

⑧
日
本
経
営
管
理
協
会
の
略

⑨
2
つ
揃
っ
て
一
組
に
な
る
事

⑩
ゴ
ル
フ
に
は
ア
ウ
ト
と
○
○

⑫
暴
雨
で
海
が
荒
れ
る
様
子

⑬
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
の
祖

⑮
戦
後
の
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
に
生
ま
れ
た
世
代

⑯
○
○
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

（
タ
テ
の
カ
ギ
）

①
中
国
と
領
土
問
題
が
あ
る
諸

島②
市
民
連
合
の
主
要
な
メ
ン
バ

ー
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す

③
樹
木
の
コ
ウ
ゾ
の
別
称

④
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
疑
惑
を

持
た
れ
た
国

⑤
ひ
そ
か
に
話
す
こ
と

⑦
作
為
を
施
さ
な
い
こ
と
。
○

○
の
声
、
○
○
野
菜

⑩
安
倍
首
相
は
完
全
に
こ
の
状

態⑪
1
0
0
0
㎏
＝
1
○
○

⑫
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
の

植
物
の
総
称

⑬
山
梨
県
の
旧
国
名

⑭
時
を
測
る
の
に
用
い
る
単

位
。
○
○
の
始
め

◆
文
京
区
に
は
多
く
の
旅
館

・
下
宿
が
あ
っ
た
。
今
も
少

な
く
な
っ
た
が
存
在
し
て
い

る
。
角
木
さ
ん
（
仮
名
・
現

在
67
歳
）
は
18
年
7
月
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
紹
介
さ
れ
た

文
京
区
内
の
旅
館
に
「
住
込

み
」
（
部
屋
代
・
食
事
代
・

光
熱
費
無
料
）
で
調
理
関
係

の
仕
事
を
し
て
い
る
。
午
前

6
時
か
ら
8
時
半
ま
で
、
午

後
は
夕
方
4
時
か
ら
夜
8
時

半
ま
で
の
合
計
一
日
実
働
7

時
間
の
シ
フ
ト
勤
務
。
時
給

は
1
5
1
0
円
で
タ
イ
ム
カ

ー
ド
は
な
し
。
角
木
さ
ん
と

と
も
に
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
を

主
に
行
っ
て
い
る
田
中
さ
ん

（
仮
名
・
現
在
71
歳
・
英
語
、

中
国
語
が
堪
能
）
と
一
緒
に

区
労
協
事
務
所
に
相
談
に
来

た
。
◆
相
談
内
容
は
①
職
場

環
境
・
シ
フ
ト

の
直
前
変
更
問

題
・
人
間
関
係
、

②
残
業
不
払
い

（
日
中
の
休
憩
時
間
中
の
食

材
購
入
、
外
国
人
の
方
々
の

飛
行
機
延
着
に
よ
る
深
夜
の

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
）
。
◆
①

は
社
長
の
子
息
と
調
理
関
係

の
仕
事
を
し
て
い
る
女
性
が

「
結
託
」
し
、
前
月
に
決
め

た
翌
月
の
勤
務
シ
フ
ト
表
を

直
前
で
も
頻
繁
に
変
更
。
角

木
さ
ん
や
他
の
従
業
員
の
休

日
や
通
院
時
間
ま
で
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
人
間
関
係

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
。
「
住
込
み
」
を
考
慮
し

て
都
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
に

依
頼
し
、
改
善
を
経
営
者
に

申
し
入
れ
た
。
数
回
の
や
り

取
り
で
会
社
は
申
し
入
れ
を

受
け
入
れ
た
。
◆
②
に
つ
い

て
も
ほ
ぼ
決
着
し
、
休
憩
時

間
の
確
保
や
定
時
に
終
業
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
当
該
の
方
が
組
合
事

務
所
に
来
る
こ
と
が
難
し
く

大
変
時
間
が
か

か
っ
た
事
案
で

あ
る
が
、
「
住

込
み
」
労
働
者

の
抱
え
て
い
る
「
居
住
」
問

題
は
区
議
会
議
員
等
と
相
談

し
な
が
ら
今
後
対
応
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
の

背
景
に
は
、
高
齢
者
を
雇
用

す
る
と
助
成
金
が
受
け
ら
れ

る
制
度
【
特
定
求
職
者
雇
用

開
発
助
成
金
、
65
歳
超
雇
用

推
進
助
成
金
】
が
存
在
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
伊
藤
弘

（
文
京
区
労
協
・
Ｃ
Ｕ
文
京

支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
労
働
相

談
員
）

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

作・あめんぼ

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓

オ
ル
グ
の
現
場
か
ら

助
成
制
度
を
悪
用
し
た
事
案

自
由
が
丘

み
ど
り
湯

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓
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